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第76回 天理警察署協議会

開 催 日 時 令和８年６月18日(木)　午後２時00分から午後３時10分（70分）

開 催 場 所 天理警察署　研修場

参 加 者 委 員 藤井会長　奥谷副会長　梅咲委員　河北委員　竹村委員　中村友厳委員

 （定数14名） 中村靖男委員　西村委員　萩井委員　三宅委員　村田委員　安野委員

 　　　　　　　　　                                  以上12名

警 察 署 署長　副署長　分庁舎所長　警務課長　留置管理課長　生活安全課長

地域課長　刑事第一課長　刑事第二課長　交通課長　警備課長 

広報相談係長　分庁舎警務･広報相談係長　　　　　　　  以上13名

議 事 概 要 １　天理警察署協議会会長挨拶（要旨） 

     天理警察署の適正かつ効果的な業務運営につながる意義のある協議会となるよ

 う、委員の皆様には活発にご意見を述べていただきますようお願い申し上げる。

 中西署長以下幹部の皆様は、当協議会の声を真摯に受け止めていただきたいと思

  う。本日の協議会がスムーズに進行するためにも、皆様のご協力をお願いする。

 ２　天理警察署長挨拶（要旨） 

     皆様方には、日頃から警察業務各般にわたり、ご支援・ご協力を賜っておりま

 すこと、この場をお借りして厚く御礼申し上げる。事件事故の発生件数は、総じ

 て減少傾向にあるものの、管内では高齢者の方を対象とした特殊詐欺事件や悲惨

 な交通事故が多数発生しており、体感的には、決して治安が改善されているとは

  言いがたい状況にある。

 　　管内が、日本一安全で安心して暮らせるまちとなるよう、住民の視点に立った

 警察活動を推進してまいりますので、忌憚のないご意見をお聞かせいただきたい

  と思う。

 ３　議事 

 　⑴  前回の諮問事項「働き方改革推進のための方策」の答申に対する取組結果 

 　　　警務課長から、以下のとおり報告した。 

　　　○　ワークライフバランス等推進のための取組計画における具体的な推進目

　　　　標を設定 

　　　○  当直当番制の試行実施 

　　　　　拘束時間の抑制、休日の当番勤務に対する振替休日取得の充実 

　　　　　警察本部からの応援員派遣による、警察力の維持 



- 2 -

　　　○　男性育児休暇の取得状況に関する説明(３年前から倍増) 

　　　○　ハラスメント相談員、ピアサポーター制度の概要説明　 

　　　○　意識改革の重要性 

　　　　　幹部、署員の休暇に対する意識を改革し、警察力の維持とワークライフ

バランスを両立して推進する 

　⑵　業務推進状況に関する説明 

     ○　生活安全課長

       ・　天理警察署管内における犯罪の発生状況

       ・　自転車盗発生状況の分析と対策について

 　　　・　特殊詐欺の発生状況及び対策アプリの紹介

 　　○　地域課長

 　　　　駐在所(佐保庄、長柄、柳本)の統合と天理南交番の開所について

 　　○　交通課長

       　天理警察署速度取締り指針(令和８年下半期)について

　⑶　諮問 

     「自転車の交通違反に対する青切符導入後の課題について」

    （本制度を施行する中で、今後予想される課題や対策に関する意見、広報等の

周知方策、施策推進に付随する要望等について委員各位に諮った） 

　⑷　答申 

 　　○  広報啓発活動の推進

　　　・　県警アプリ「ナポリス」や県警ＳＮＳにおけるショート動画を活用した

 　広報の実施

 　　　・　四輪自動車の運転者に対する自転車利用者保護意識の醸成

 　　　・　管内の小・中・高等学校における参加型の広報啓発活動の推進

 　　　・　自転車が関連する重大事故の事例や運転者の責任について積極的に周知

 　　○　指導取締の実施

      ・　飲酒運転、携帯電話のながら運転、一時停止違反等の悪質性や事故の危

 険性の高い違反に対する積極的な検挙活動を実施

 　　　・　二人乗りや並走等の危険な交通違反に対する指導警告

     ○　道路環境の整備

 　　　　自転車専用通行帯・幅員の整備、道路標示・看板等による通行可否の明確化

４　議事録公開の可否 

　　公開（個人のプライバシーに係る事項はなし）

その他 次回協議会の開催日程 

　　令和８年10月頃（詳細は、事務局が調整の上、会長と改めて協議し決定） 

会議において特筆すべき事項 

　　なし


